
④400m」献血率増加対策                                    ：・：・・く・・：・：  
口  晶付時推進用資材の製作（400mし献血のお願いです）  全   血献血希望者  全血献血会場に設置  

田   4   00mL献血可能者  （上記③複数回献血者確保   対策に含まれる）  

年3回以上の実施場所     （企業・団体）  
口      l±コ   

田  実施場所（企業・団体）の年間回数、実施時期などを精査  
する  

4  血における400 L   入  4   00mL受入   15  400mL受入     20 に  

町村献血推進協  A コ＝  2カ所の献血推進協議会  



平成19年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置  

①若年献血者確保対策  京都赤十字血液センター  

刹                卓              ＝：：：：ト：二：＝： ：：：＝：拙  I草…：：＝：：さニ＝＝＝： …瑠群：．．  

・iき  こよる複数回献血依頼  大学献血でのヰ〇〇mL献血可能者  （下記③複数回献血者確保対策  

2     ラクロ  ス献血協力者に対する複数回依頼  短大・大学生  800人対象   

3     施設見学の実施  大学、専門学校生  136校の内10校実施を目棲  

4     大学、短大献血の増回・増班  大学、短期大学生  
年1回24校を年2回、年2回54校を年3回目標、（参考年3回以  

上18校）   

（a献血協賛   企業推進対策  

如  ～欠＝＝ ミ簿≡＝＝＝  羨  

l  新規献血団体の確保（ライオンズクラブとの連携等により）  献血未実施団体   50団体   

田  新規協力協力企業の確保  献血会場周辺の新規協力企業   50団体   

田  堀り起こし、増回企業・団体の確保（ライオンズクラブとの連携等に           献血中断、年1回実施の企業・団体   
より）  

50団体   

③複数回献血者確保対策  

l  Eメールによる献血依頼  複数回献血クラブ金具  応諾書数（棄協力者数）1，000人以上   

2  はがきによる献血依頼  登録者及び依頼      対象者  応諾者数（実協力者数）6．000人以上   

山  実施場所（  企業・団体）の年間回数の増加   年1回実施場所（企業・団体）  応諾者数（実協力者数）1．000人以上   

4  冬季400mL献血リピーターキャンペーン  春、夏季に新規400mし献血を行った献血者  2，000人   

④400mL献血率増加対策  
｝：・＝く 

．・：二：モ：f：：く・＞・〉・ 

l  400mL献血説明用ノ   ンフレット作成  全血献血希望者  全献血会場に設置   

2  はがきによる複数回献血の依頼  400m  L  献血可能者  （上記③複数個献血者確  保対策に含まれる）   

3  17歳の献血者への啓発  17歳の献血者  17歳の献血者が約7．000人のうち男性の献血者2．500人対象   

4  高校献血における400mL献血推進  400m  L献血可能者を対象とした卒業献血等  3校   

5  新規400mL献血者確保キャンペーン  新規400mL献血者  3．000人  



平成19年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置  

②献血協賛企業推進対策  

50社新規登録  献血未実施及び献血会場周辺企業   新規献血協力企業・団体の確保  

（動400mL献血率増加対策  

l  受付時推進用   資材の製作  全血献血希望者  全献血会場に設置   

同  実施場所（企業・団体）の年間回数、実施時期等の精査  年3回以上実施場所（企業・団体）  400mL献血の採血間隔、年間採血量を考慮した献血日程の策定   

3  はがきによる依頼  400mL献血可能者  （上記③複数回献血者確保対策に含まれる）   

4  400mしキャンペーンの実施  400mL献血基準を満たした全血献血者  年4回実施  



平成19年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置  
新潟県赤十字血液センタ  

1：：：：：   

献血バスの配車  専門芋校・大字（合   lヰ5校）  45校で9C個実施 協力者4．5〔）〇人以上  

田   高校における卒業献血の実施  高校  5校  

3   講演会開催  専門学校・大学・高校  7校  

4   献血ルーム体験ツアー  専門学校・大学・高校  5校  

l  新規献血協力企業・団体の確保  献血未実施及び献血会場周辺企業  50社  

2  緊急要請可能な企業・団体の確保  献血バス会場の企業・   団体及び献血ルーム周辺の企業  30社  

3  新聞に献血お礼広告の掲載  献血協力事業所及び団体  年2回実施  

④40    OmL献血率増加対策  

・・▲坤甘摘．：＝：：・・・、 ＝：≦＝＝■＝■＝  

：‡寧 ＝＝ン：▲＞ン：▲：▲ ：＝＝＝≡＝＝ 謝      軍  
はだき   こよる依頼  400mL献血可能者  応諾音数5．000人以上  

田  実施場所の（企業・団体）の年間回数、実施時期等の精査  年2回以上の実施場所  400mL献血の採血間隔、年間採血量を考慮した献血日程の作         成   

3  高校における卒業献血の実施  400mL献血可能者  5校  

⑤その他の具体的対策（①～④以外の独自の          対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）                  ⑤その他の真体的如夷（①～④以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

・：・：‘ン：：：■：  ：：：：：：S：：・：・： ・：・：▲：モ：：：：モ 

磁  草葉  
口  献血ルームでの登録者確保  血小板献血者  800人以上   

田  献血ルームのチラシ西    己布  献血バス会場の献血者  献血バス会場で配布   

田  献血ルームのチラシ配布  ルームに近郊した世帯  自治体に依頼して配布  



平成19年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置 l′1′ヽ′l‾’l′＿・・■．  
曹 自′、                            ■土血液セン  ／′手＼±！：：．と⊂  しリ1コ‘⊥†‾     献血者確保対策  

・＝＝▼て・刀▼：．■＝  

がきー‾よ 献     血依頼  18～29歳の400mL献血可能者  言 ＝三＝  司協力者数15．000人  

田  専門学校、短大、大学  5回開催  

3   血液セ、タ一見占よ」ゝ  小学生、保護者  50名参加  

4  

500名の献血協力者を確保  
マス献血）  



平成19年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置  

①若年献血者確保対策  字血ラ存センタ  

＝＝数 ＝∋＝  

l  中  学生対象の献血ポスターを募集  県内の中学生  Jリリノ＼  

田  高等学校における献血指導    者  研修会の     開催  高等学校の献血指導者  県内67校全校  

田  大学の学園祭時に普及啓発を実施  大学生  1回80人確   保  

4  若年層を対象とした血液センター見学会の実施  小・中・高校生  6回開催300人参加  





③複数回   献血者確保対策  

口  メールによる   献血要請  複数回献血クラブ会鼻  応諾音数（実協力者数）600人以上  

2  はがきによる献血依頼  前回献血から一定   期間未献血者  応諾者数（実協力者数）500人以上  

3  実施場所（企業t団体）の年間回数増加  年1回実施場所及び街頭献血  20ケ所  

④400mL献血率増加対策  

はがきによる依頼  400mL献血可能者  （上記③複数回献血者確保対策  

8  高校献血における400mL献血者増    加  400mL献血可能者（400mL実施校を年度末に実施）  前年度高校400率15．6％を1．5％以上UP   

3  400mL献血推進キャンペーン  400mし献血可能者  目積数（70％）   

⑤その他の具体的対策（①～④以外の独自の対策を記入。以下必要         こ応じ様式を追加）  




